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「
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
い
き
づ
き
　
地
域
経
済
が
自
立
し
た
元
気
な

ま
ち
」
第
5
次
基
本
構
想
で
は
、暮
ら
し
や
す
い
地
域
実
現
の
た
め
、地

域
経
済
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
基
本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
特
集
で
は
、特
に
工
業
に
焦
点
を
絞
り
、市
が
行
っ
て
い
る
工

業
支
援
策
な
ど
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。�

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
東
京

か
ら
疎
開
し
た
精
密
機
械
工
場

を
き
っ
か
け
に
し
て
電
機
・
精
密

機
械
な
ど
が
発
展
し
、空
気
の
き

れ
い
な
特
性
を
活
か
し
て
電
子

工
業
が
発
展
し
て
き
ま
し
た
。�

　
現
在
で
は
、先
端
技
術
を
導
入

し
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
盛
ん
で
す
。�

　
飯
田
の
工
業
の
特
性
は
、部
品

メ
ー
カ
ー
が
中
心
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。そ
の
優
れ
た

技
術
力
か
ら
生
ま
れ
た
製
品
は
、

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
、も
の
づ

く
り
に
お
い
て
ほ
か
の
地
域
に

引
け
を
と
り
ま
せ
ん
。�

　
そ
の
ほ
か
、全
国
シ
ェ
ア
の
70

％
を
占
め
る
水
引
や
、凍
み
豆
腐
・

半
生
菓
子
・
清
酒
製
造
・
漬
物
・

味
噌
醤
油
産
業
な
ど
、ほ
か
の
地

域
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
多

く
の
伝
統
産
業
が
あ
る
こ
と
も

特
長
で
す
。�

飯田下伊那の3年間の工業出荷額。�
2年間で10％アップしています。�

■問い合わせ　工業課�
　10265（22）5644

▼
企
業
誘
致
推
進
事
業�

　
飯
田
市
外
の
企
業
の
立
地
情

報
を
持
っ
て
い
る
法
人
、個
人
を

「
企
業
誘
致
推
進
員
」に
認
定
し
、

対
象
企
業
に
交
渉
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。�

　
誘
致
が
成
功
し
た
場
合
に
は
、

誘
致
工
場
の
建
物
に
係
る
固
定

資
産
税
標
準
額
の
2
％
以
内
の

委
託
料
（
報
酬
）
を
払
う
制
度
で

す
。�

※
企
業
の
立
地
情
報
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。�

�

▼
企
業
立
地
優
遇
制
度�

　
工
場
立
地
法
に
定
め
る
工
場

適
地
な
ど
の
特
定
地
域
に
工
場

用
地
を
取
得
、ま
た
は
工
場
な
ど

を
設
置
し
た
場
合
な
ど
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。�

6
％
ア
ッ
プ�

4
％
ア
ッ
プ�

　
私
た
ち
の
地
域
を
将
来
に
わ

た
っ
て
持
続
可
能
に
し
て
い
く

た
め
に
は
、こ
の
地
域
に
若
い
人

た
ち
が
戻
っ
て
き
て
住
み
た
い
、

住
み
続
け
た
い
と
思
い
、実
際
に

働
き
、
生
活
を
営
み
、
安
心
し
て

子
育
て
が
出
来
る「
人
材
サ
イ
ク

ル
」の
構
築
が
課
題
で
す
。�

　
こ
れ
を「
も
の
づ
く
り
＝
工
業
」

の
側
面
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。�

▼
若
者
が
帰
っ
て
く
る
た
め
に
は
、

働
く
場
所
が
必
要
で
す
。市
で

は
、企
業
誘
致
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
飯

田
の
価
値
を
認
識
し
、ま
ち
づ

く
り
を
担
う
「
多
様
な
主
体
」

の
一
員
と
し
て
誘
致
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。�

▼
県
内
、国
内
に
お
い
て
大
き
な

シ
ェ
ア
を
占
め
る
企
業
が
あ
り
、

こ
う
し
た
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。�

▼
飯
田
市
に
は
大
学
が
あ
り
ま

せ
ん
。
大
学
レ
ベ
ル
・
最
先
端

の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来

る
機
会
が
必
要
で
す
。�

�

　
市
で
は
、
企
業
誘
致
推
進
、
飯

田
産
業
技
術
大
学
、信
州
大
学
大

学
院
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
、工

業
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
産
業

用
地
取
得
や
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

づ
く
り
に
向
け
て
の
取
り
組
み

も
進
め
て
い
ま
す
。�

　
飯
田
市
で
も
最
先
端
の
技
術

を
習
得
で
き
る
こ
と
、技
術
を
発

揮
で
き
る
す
ば
ら
し
い
企
業
が

あ
る
こ
と
、そ
れ
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

若
い
技
術
者
た
ち
を
育
成
し
、ま

た
、一
旦
は
こ
の
地
を
は
な
れ
た

若
者
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。�

飯
田
市
の
工
業

企
業
を
誘
致

も
の
づ
く
り
か
ら

人
材
サ
イ
ク
ル
を
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是非ご覧ください　「たんたん探検！地元企業」是非ご覧ください　「たんたん探検！地元企業」

　
飯
田
産
業
技
術
大
学
は
、
平

成
13
年
の
開
始
以
来
、
も
の
づ

く
り
分
野
に
重
点
を
置
い
て
き

ま
し
た
。�

�

▼
講
義
内
容
・
講
師�

　
初
級
・
中
級
・
上
級
と
段
階
的

に
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
し
、
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
深
い
理
解
が
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
講
師
に
、

信
州
大
学
工
学
部
、
諏
訪
東
京

理
科
大
学
、
長
野
工
業
高
等
専

門
学
校
の
教
授
な
ど
を
迎
え
、

大
学
な
ど
で
学
ぶ
内
容
と
遜
色

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

▼
交
流
・
連
携
の
き
っ
か
け
に�

　
多
く
の
企
業
で
社
員
教
育
の

一
環
と
位
置
づ
け
、
社
員
の
皆

さ
ん
が
積
極
的
に
受
講
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
、
延
べ
２
、
０

０
０
人
を
超
え
る
方
が
受
講
し

ま
し
た
。�

　
今
後
は
、
講
師
と
受
講
生
や
、

受
講
生
同
士
の
交
流
の
機
会
も

設
け
て
い
き
ま
す
。�

　
当
大
学
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

産
学
連
携
・
産
産
連
携
に
よ
る

研
究
開
発
や
新
事
業
創
出
、
講

師
を
通
し
た
人
材
誘
導
な
ど
、

さ
ら
な
る
発
展
が
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。�

�����
　
精
密
機
械
や
電
子
技
術
の
研

究
開
発
機
能
強
化
の
た
め
に
は

専
門
職
の
人
材
育
成
が
必
要
で
す
。�

　
4
月
か
ら
、「
信
州
大
学
大
学

院
飯
田
コ
ー
ス（
精
密
機
器
制
御
・

高
効
率
生
産
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
）」

を
設
置
し
ま
し
た
。�

�

▼
大
学
院
の
概
要�

　
講
義
は
、
電
気
回
路
特
論
、
磁

気
回
路
特
論
、
知
覚
情
報
論
、
電

子
材
料
特
論
、管
理
特
論
な
ど
の

ほ
か
専
門
的
な
内
容
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。�

�▼
大
学
院
の
特
徴�

①
働
き
な
が
ら
通
学
で
き
ま
す
。�

②
2
年
間
修
了
す
る
と
、信
州
大

学
の
修
士
が
授
与
さ
れ
ま
す
。�

③
大
学
卒
業
の
方
だ
け
で
な
く
、

高
校
・
短
大
・
専
門
学
校
卒
業

の
方
は
、事
前
の
資
格
審
査
を

受
け
て
入
学
で
き
ま
す
。�

　世界に誇る技術を持つ企業や、新しい技術を創り出そうと�
日夜研究開発に励む地元の企業を紹介する番組です。�
▼飯田ケーブルテレビ　アナログ2ch、デジタル713ch�
○毎月第2週�
　9:30～、18:00～、20:30～�
▼企画�
　（財）飯伊地域地場産業振興センター�
▼制作�
　飯田ケーブルテレビ�

����

　
次
世
代
型
産
業
の
集
積（
ク
ラ

ス
タ
ー
づ
く
り
）に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。複
数
の
企
業

が
連
携
す
る
こ
と
で
、新
た
な
産

業
の
創
出
や
受
注
獲
得
を
目
指

す
も
の
で
す
。�

　
現
在
は
、航
空
機
産
業
の
受
注

に
向
け
、地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

を
目
指
す
企
業
の
皆
さ
ん
と
ク

ラ
ス
タ
ー
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。�

川路駅�川路駅�川路駅�

天竜川�天竜川�天竜川�

　
天
龍
峡
エ
コ
バ
レ
ー
川
路
盛

土
地
区
（
下
図
参
照
）
で
は
企
業

立
地
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。今

後
も
地
域
の
産
業
が
ま
す
ま
す

元
気
に
な
る
よ
う
に
企
業
誘
致

を
進
め
ま
す
。�

　
久
米
川
寄
り
の
産
業
地
区
で
は
、

ヤ
マ
ト
運
輸（
株
）、丸
西
石
油（
株
）、

パ
ル
ス
モ
（
株
）
の
立
地
が
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
体

面
積
11�
ha
の
内
3�
ha
が
立
地
さ

れ
、27
％
の
進
捗
と
な
り
ま
し
た
。�

　
引
き
続
き
、産
業
雇
用
の
創
出

や
も
の
づ
く
り
基
盤
を
形
成
す

る
企
業
の
立
地
、も
の
づ
く
り
を

支
え
る
地
域
の
基
盤
整
備
を
着
々

と
進
め
て
い
き
ま
す
。�

�

▼
天
龍
峡
連
携
地
区�

　
盛
土
地
区
と
天
竜
峡
駅
と
を

つ
な
ぐ
再
生
道
路
の
実
現
に
合

わ
せ
、隣
接
す
る
地
区
を
宿
泊
機

能
を
持
た
せ
た
連
携
地
区
に
定

め
て
天
龍
峡
再
生
に
向
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。�

�

▼
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
地
区�

　
企
業
立
地
第
１
号
の「
か
ぶ
ち

ゃ
ん
農
園（
株
）」が
操
業
を
始
め

た
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
で
は
、

「
つ
く
っ
て
、
見
せ
て
、
食
べ
る
」

売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
機
能
を
備
え

た
工
場
や
研
究
施
設
な
ど
、人
で

に
ぎ
わ
う
空
間
を
想
定
し
て
い

ま
す
。�

�

　
今
後
も
景
観
に
配
慮
し
た
良

好
な
地
域
づ
く
り
、産
業
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
立
地
企
業
・
飯

田
市
・
か
わ
じ
土
地
管
理
組
合
に

よ
る
「
か
わ
じ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
言
」
に
基
づ
い
て
、
緑
化

の
管
理
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

な
ど
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

構
成
す
る
一
員
と
し
て
、地
域
と

一
緒
に
な
っ
て
良
好
な
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。�

飯
田
産
業
技
術
大
学

信
州
大
学
大
学
院

飯
田
コ
ー
ス

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

天
龍
峡
エ
コ
バ
レ
ー

川
路
地
区
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刻

に
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春の試験運行の様子から�

バス停名�

子どもの森公園�

今宮球場�

文化会館�

東中前�

大宮神社入口�

桜町駅�

錦町�

ジョイマート前�

飯田駅前�

飯田病院下�

市役所入口�

動物園前�

川本美術館入口�

赤門前�

美術博物館入口�

合同庁舎前�

りんご並木入口�

中央公園入口�

裁判所入口�

警察署入口�

ロータリー前�

中部電力横�

郵便局角�

ジョイマート前�

飯田駅前�

飯田病院前�

丸山小学校�

今宮球場�

子どもの森公園�

番号�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

９�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27�

28�

29

始発�

9:00�

9:02�

9:04�

9:05�

9:07�

9:09�

9:10�

9:11�

9:14�

9:16�

9:17�

9:19�

9:21�

9:23�

9:24�

9:26�

9:27�

9:29�

9:30�

9:31�

9:33�

9:34�

9:37�

9:39�

9:41�

9:43�

9:46�

9:48�

9:50

最終�

18:00�

18:02�

18:04�

18:05�

18:07�

18:09�

18:10�

18:11�

18:14�

18:16�

18:17�

18:19�

18:21�

18:23�

18:24�

18:26�

18:27�

18:29�

18:30�

18:31�

18:33�

18:34�

18:37�

18:39�

18:41�

18:43�

18:46�

18:48�

18:50

川本美術館川本美術館�川本美術館�川本美術館�

桜町駅桜町駅�桜町駅�桜町駅�

美術博物館美術博物館�美術博物館�美術博物館�

チンチンバスの経路�

チンチンバスのバス停�

市民バス循環線の経路�

市民バス循環線のバス停�

～�
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１�29

８�24

９
�2
5

２� ３�

４�

10

11

26

27

28

丘の上循環�
チンチンバス夏期運行�
丘の上循環�
チンチンバス夏期運行�
丘の上循環�
チンチンバス夏期運行�

バ
ス
停
は
、こ
の

の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す

８月11日（土）・12日（日）、８月18日（土）～31日（金）

■運行日　8月11日（土）・12日（日）、８月18日（土）～31日（金）�
■時　間　午前9時発～午後6時発まで1時間おきに1日10便（詳細右表）�
■バス停　黄色ののぼり旗が目印です�
■運　賃　無料�
■特長その１　子どもの森公園←→飯田駅の所要時間が約10～15分�
　特長その２　飯田駅を中心とした約30分の市街地循環運行�
　特長その３　飯田駅での市民バス循環線との乗り継ぎで、�
　　　　　　　市立病院などの郊外施設へのアクセスを確保�

■問い合わせ　都市・地域計画課　内線2741

子どもの森公園子どもの森公園�子どもの森公園�子どもの森公園�

文化会館文化会館�文化会館�文化会館�
今宮球場今宮球場�今宮球場�今宮球場�

丸山小学校丸山小学校�丸山小学校�丸山小学校�

飯田市役所飯田市役所�飯田市役所�飯田市役所�

飯田駅飯田駅�飯田駅�飯田駅�

�
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ラッパ吹奏風景�

西村代表理事組合長（左）と市長� 市長と握手を交わす大島校長�

　7月17日、龍峡酪農業協同組合とのパワーアップ協

定を締結しました。飯田市の農業産出額の維持・拡大

を目指し、特色ある商品づくりや戦略的な販路拡大に

連携して取り組みます。

　7月1日、桐林運動場で開催しました。

市内18の分団の消防団員が参加し、ポン

プ操法・救急操法・ラッパ吹奏の各部門

で、日ごろの訓練の成果を発表しました。

　この大会に向けて、各チームの団員

はお互いを信頼しあい、団結して練習を

行ってきました。私たちの安心・安全を

守るために活動してくれています。

　暑い中でしたが、団員の皆さんのきび

きびした動きがとても印象的でした。

　6月7日、長野工業高等専門学校と産業振興などを

目的に協定を締結しました。市が開講している飯田産

業技術大学での講義や、地元企業との共同研究など

で、地域に役立つ人材育成が期待されます。

暮らしを守るため�
飯田市消防技術大会�

長野工業高等専門学校との協定�

産業振興で連携�
パワーアップ協定�

農業生産の拡大を�

安全に、確実に、迅速に�
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　7月14日、まちづくり・地域づくりの夢を

語る発表会に、事業助成に応募した38

団体が参加して行われました。

　信州大学の玉井袈裟男さんが「ムト

スの心」と題して講演した後、それぞれの

団体の活動内容を熱く語り合いました。

　地域自治組織の活動が始まり、新た

に地域づくりモデル活動支援事業を設

けたことで、充実した発表会となりまし

た。発表会終了後、推進委員会で助成

金交付団体が選考されました。

　7月7日、アクアパークＩＩＤＡ、南信濃Ｂ＆Ｇ海洋センター

プール、市民プールをオープンしました。今年度は9月2日

までご利用できます。季節は夏真っ盛りです。ご家族そ

ろってでかけてみませんか。

夏はやっぱり�
プールオープン�

ムトスまちづくり発表会�

地域をつくるムトスの精神�

思いを語るグループ発表�

流水プールが待っています（アクアパーク）�

玉井さんの講演風景�

飯田市民は無料（Ｂ＆Ｇ海洋センター）�
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夜
尿
症
は
、
5
歳
以
降
に
な

っ
て
も
夜
間
就
眠
中
に
繰
り
返

さ
れ
る
排
尿
で
、
基
礎
疾
患
を

有
さ
な
い
も
の
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
は
っ
き
り
と
し
た
原
因

は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
夜

間
の
多
尿
、
ぼ
う
こ
う
容
量
の

低
下
、
尿
意
で
起
床
で
き
な
い

こ
と
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。�

夜
尿
症
の
自
然
治
癒
率
は
、

1
年
間
に
15
％
程
度
で
あ
り
、

思
春
期
こ
ろ
に
は
ほ
と
ん
ど
の

お
子
さ
ん
が
自
立
排
尿
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

日
中
に
も
尿
も
れ
が
続
い
た
り
、

一
回
止
ま
っ
た
夜
尿
が
再
び
現

れ
る
な
ど
の
場
合
は
、
他
の
疾

患
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
他
の
疾
患
と
し
て
は
、
腎
尿

路
の
奇
形
、
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

不
足
、
心
や
神
経
の
病
気
な
ど

が
あ
り
ま
す
。�

ほ
と
ん
ど
自
然
治
癒
が
望
め

ま
す
が
、
泊
ま
り
の
合
宿
が
あ

っ
て
心
配
だ
っ
た
り
、
毎
晩
2

回
以
上
夜
尿
を
繰
り
返
し
た
り
、

本
人
が
自
信
を
な
く
し
た
り
す

る
場
合
な
ど
は
、
治
療
が
必
要

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
治
療
法

に
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
、
薬
物

療
法
、
ア
ラ
ー
ム
療
法
な
ど
が

あ
り
ま
す
。�

生
活
習
慣
の
改
善
と
し
て
は
、

水
分
摂
取
リ
ズ
ム
の
調
整
（
朝
・

昼
は
多
く
、
夕
方
は
控
え
め
に
。

特
に
就
眠
3
時
間
前
か
ら
制
限

す
る
）、
夕
食
時
間
は
早
く
す

る
、
冷
え
対
策
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
薬
物
療
法
で
は
、
三
環
系
抗

う
つ
薬
（
夜
間
の
尿
意
覚
醒
促

進
、
抗
利
尿
作
用
）、
抗
コ
リ
ン

薬
（
ぼ
う
こ
う
機
能
の
改
善
）、

抗
利
尿
ホ
ル
モ
ン
の
点
鼻
薬

（
夜
間
の
排
尿
を
抑
制
）
な
ど

を
、
夜
尿
の
状
態
を
み
な
が
ら

使
用
し
ま
す
。
夜
尿
ア
ラ
ー
ム

療
法
は
、
尿
も
れ
が
あ
る
と
ア

ラ
ー
ム
が
鳴
っ
て
、
ト
イ
レ
へ

行
く
こ
と
を
促
す
こ
と
で
、
夜

間
の
ぼ
う
こ
う
容
量
を
増
や
し
、

尿
意
覚
醒
さ
せ
る
作
用
の
あ
る

治
療
法
で
す
。�

以
前
は
、
夜
尿
の
量
や
尿
の

濃
さ
な
ど
か
ら
夜
尿
の
タ
イ
プ

を
判
断
し
、
治
療
法
を
決
め
て

い
ま
し
た
。
最
近
は
、
ど
の
タ
イ

プ
に
も
一
番
効
果
が
認
め
ら
れ

て
い
る
治
療
法
は
、
夜
尿
ア
ラ

ー
ム
療
法
と
、
抗
利
尿
ホ
ル
モ

ン
点
鼻
薬
と
い
わ
れ
て
お
り
ま

す
。�た

だ
、
ど
の
治
療
法
に
も
一

長
一
短
は
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

家
族
、
ご
本
人
と
相
談
し
な
が

ら
、
あ
せ
ら
ず
治
療
を
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。�

市立病院　小児科
野田  俊 輔  医師�

夜
尿
症
あ
れ
こ
れ�

飯田市立病院�
〒395-8502 飯田市八幡町438�
TEL.0265-21-1255

飯
田
市
長
　
牧
野
光
朗
�

そ
の
３２
�

ま
ち
づ
く
り
専
門
家
が
長
期
滞
在
す
る
地
域�

6
月
か
ら
2
人
の
ま
ち
づ

く
り
専
門
家
が
飯
田
に
長
期

滞
在
し
て
お
り
ま
す
。�

お
一
人
は
地
域
再
生
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
お
願
い
し
て
い

る
金
谷
俊
樹
さ
ん
で
、
当
地

に
「
長
期
出
張
」
し
て
天
龍

峡
再
生
の
取
り
組
み
を
本
格

化
さ
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
4
月
に
当
市
と
「
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
協
定
」
を
締
結
し

た
豊
後
高
田
市
の
永
松
市
長

は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
に
深
く
感
謝
す
る
と

と
も
に
「
昭
和
の
町
」
立
ち

上
げ
時
の
よ
う
な
「
や
ら
ま

い
か
の
灯
」
が
、天
龍
峡
の
地

元
の
皆
さ
ん
に
野
火
の
よ
う

に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。�

一
方
、
ド
イ
ツ
・
ウ
ル
ム

市
か
ら
は
、
国
際
交
流
研
修

生
と
し
て
都
市
計
画
専
門
家

の
ペ
ー
タ
ー
・
リ
ン
メ
レ
さ

ん
が
来
飯
し
ま
し
た
。
12

月
ま
で
の
約
半
年
間
、
飯
田

に
滞
在
し
て
市
役
所
の
仕
事

を
学
び
な
が
ら
、
当
市
の
都

市
計
画
や
環
境
政
策
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
し
て

も
ら
う
予
定
で
す
。�

お
二
人
と
も
当
地
を
と
て

も
気
に
入
っ
て
く
れ
て
お
り
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深

め
る
中
で
、
持
て
る
力
を
思

い
切
り
発
揮
し
て
く
れ
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
都
会
に

住
み
な
が
ら
地
方
へ
日
帰
り

あ
る
い
は
1
泊
程
度
で
来
ら

れ
る
専
門
家
が
多
い
中
、
こ

の
よ
う
に
長
期
滞
在
さ
れ
る

方
々
の
存
在
は
大
変
貴
重
で

あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
こ

に
私
た
ち
の
地
域
の
可
能
性

を
見
い
だ
せ
る
と
思
う
の
で

す
。�

�
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毎月市民の皆さんに、

1. 私の健康法�

2. 感動したこと�

3. 今がんばっていること�

4. まちづくりへの提言�

以上の項目から選んで

語っていただき、

次の方にバトンタッチする

「リレートーク」です。

次はあなたの番かも…

会社をつぎたい�

感
動
し
た
こ
と�

　ぼくの祖父は、電気会社の社長をしています。�

ぼくのしょう来の夢は、この祖父の会社をつ

ぐことです。�

　なぜかというと、ぼくは、電気や電化製品

に少し興味があるからです。�

　この夢に向けて、これからもいろんなこと

をしっかり勉強して、進学をして、努力をしていきたいと思っ

ています。�

古道を使って�
上町宿を元気に�

　小川路峠越えの秋葉街道は、飯田と
遠山郷を結ぶ物流と信仰の道として多
くの人が行き来していましたが、三州
鉄道（飯田線）の開設とトラック運送
が始まって利用はなくなり、放置され
荒廃しました。
　平成5年当時の上町区役員が中心に
なって、秋葉街道の宿場だった上町を
元気にしようと上町活性化委員会を立
ち上げ、農産物加工施設や民俗芸能の
保存展示の必要性を村に訴えて実現す
るとともに、平成8年からは秋葉街道

の復元に着手しました。崩壊箇所が多
く、2メートルもある笹が生い茂って
行く手を阻み、途方に暮れるときもあ
りましたが、20人を超す会員が入れ
替わり参加して、平成10年には一応
の往復が可能になりました。以来、上
久堅が主催する小川路峠へ登るイベン
トに共催し、峠で遠山のジンギスを食
べる交流を続けています。今年は、越
久保から峠を越えて上町へ下り猪鍋を
食べるツアーも計画されており、街道
復元の効果も現れてきています。
　今後は、上町宿の魅力を高め秋葉街
道を使い、都市との交流を増やしてい
きたいと思っています。

上町活性化委員会�

会長　清水千里 さん�

いま�むら�ひで�かず�

今村秀和 さん�
（浜井場小6年）�

先月の今村正生 さん（鼎）からのリレー�

みずし さとち

は
ら

せ
い

こ

　
私
は
、
6
年
前
に
美
し
く
雄
大
な
ア
ル

プ
ス
を
見
渡
せ
る
飯
田
へ
帰
っ
て
き
ま
し

た
。
あ
る
人
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で
、

以
前
か
ら
興
味
の
あ
っ
た
遺
跡
発
掘
作
業

に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
毎
日
が
新
し
い
発
見
と
経
験
で
楽
し
い

日
々
で
し
た
。
あ
る
日
、
石
斧
と
思
わ
れ

る
一
部
を
発
掘
し
わ
く
わ
く
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
少
し
離
れ
た
場
所
で
残
り
の
部
分

が
見
つ
か
り
、
そ
の
２
つ
の
石
が
ピ
ッ
タ

リ
合
致
し
た
時
の
感
動
は
素
晴
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
�

　
何
万
年
も
昔
の
人
類
の
生
活
を
想
像
し
、

人
々
の
生
活
を
思
い
な
が
ら
「
昔
の
人
た

ち
は
名
前
が
あ
っ
た
の
か
な
あ
？
」
な
ど

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
ロ
マ
ン
に
浸
っ
て
い

ま
し
た
。
�

　
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
も
、
感
動
の
あ
る

人
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

原
　
清
子
さ
ん（
山
本
）�

せ
き

ふ
�
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農
業
を
始
め
ま
せ
ん
か�

特
別
弔
慰
金
の�

請
求
は
お
済
み
で
す
か�

り
ん
ご
並
木
を
2
日
間�

歩
行
者
天
国
に�

結
い
タ
ー
ン�

夏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

税目�

納期�

8月の納税

市県民税（2期）�
国民健康保険税(8月分)

8月31日(金)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

福祉事務所�
福祉課・子育て支援課・介護高齢課�

は�

りんご庁舎２階�

にあります。�

本町１丁目再開発ビル�

����

　
で
き
ま
す
。（
本
町
交
差
点
は

　
通
行
で
き
ま
せ
ん
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
商
業
・
市
街
地
活
性
課�

　
内
線
４
６
５
０�

���
　
７
月
２２
日
a
〜
８
月
２６
日
a

を
「
結
い
タ
ー
ン
」
夏
の
推
進

月
間
と
し
て
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
や
相
談
な
ど
を

行
い
ま
す
。�

　
お
盆
に
帰
省
し
た
ご
家
族
と

一
緒
に
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。�

▼
お
盆
特
別
相
談
会�

○
期
間�

　
８
月
１３
日
b
〜
１５
日
d�

○
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
３０
分�

○
場
所�

　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　
イ
ン
室
（
市
役
所
３
階
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

　
イ
ン
室�

　
内
線
３
５
１
２�

���

　
農
業
に
興
味
が
あ
る
方
、
農

業
を
や
っ
て
み
た
い
方
に
、
農

業
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
情

報
の
提
供
や
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。�

▼
お
盆
特
別
相
談
会�

○
期
間�

　
８
月
１３
日
b
〜
１５
日
d�

○
時
間
　
午
前
８
時
３０
分
〜�

　
午
後
５
時
３０
分�

○
場
所�

　
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

（
鼎

　
東
鼎
・
み
ど
り
の
広
場
内
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
市
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー�

　
1
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７�

���

　
第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

期
限
は
来
年
３
月
３１
日
b
で
す
。

手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
請
求
く
だ
さ
い
。�

▼
対
象�

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の�

　
ご
遺
族
で
、
平
成
１７
年
４
月

　
１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

　
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方�

　
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順

　
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

　
一
人�

ア
弔
慰
金
の
受
給
者�

イ
戦
没
者
の
子�

ウ
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

　
し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者

　
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
父
母
、

　
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹�

エ
ウ
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

　
母
、
兄
弟
姉
妹�

オ
ア
〜
エ
以
外
の
ご
遺
族
で
、

　
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

　
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

　
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の

　
親
族�

※
請
求
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
祉
課
　
庶
務
係�

　
内
線
５
３
７
３�

�

�����������

　
り
ん
ご
並
木
を
２
日
間
車
両

通
行
止
め
に
し
ま
す
。�

　
車
で
お
越
し
の
際
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。�

▼
日
時�

　
８
月
１１
日
g
・
２５
日
g�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
８
時�

▼
規
制
区
間�

　
り
ん
ご
並
木
全
区
間�

　（
中
央
通
り
１
・
２
丁
目
交

　
差
点
〜
動
物
園
前
）�

※
り
ん
ご
並
木
と
交
差
す
る
道

　
路
の
各
交
差
点
は
車
で
通
行�
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8月15日号は休刊です�

は
か
り
の
定
期
検
査�

シ
ニ
ア
の
た
め
の�

料
理
教
室�

長
野
県
母
親
大
会
に�

参
加
し
ま
せ
ん
か�

���
　
各
種
証
明
や
商
品
の
売
買
に

使
用
す
る
「
は
か
り
」
を
お
持

ち
の
場
合
は
、
計
量
法
に
よ
り
、 

２
年
に
１
回
、
県
知
事
の
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

必
ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。�

※
上
村
・
南
信
濃
地
区
は
、
昨

　
年
度
検
査
済
み
の
た
め
対
象

　
外
で
す
。�

▼
検
査
日
時
・
場
所
　
左
表�

�

▼
持
ち
物�

○
は
か
り�

　（
お
も
り
や
分
銅
を
含
む
）�

○
検
査
手
数
料�

　（
金
額
は
、
は
か
り
に
よ
り

　
異
な
り
ま
す
）�

▼
問
い
合
わ
せ�

○
検
査
内
容
・
費
用
に
つ
い
て�

　
長
野
県
計
量
検
定
所�

　
1
０
２
６
３（
４
７
）４
０
０
６�

○
検
査
場
所
に
つ
い
て
　
　
　

　
商
業
・
市
街
地
活
性
課�

　
内
線
４
８
７
０�

�

���

▼
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の

　
お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方�

▼
日
時
　
９
月
９
日
a�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時
３０
分�

▼
場
所
　
飯
田
友
の
会�

　（
高
羽
町
６
丁
目
１
０
８
）�

▼
料
理
内
容�

　
炒
飯
、
餃
子
、
中
華
ス
ー
プ
、�

　
杏
仁
豆
腐�

▼
費
用
　
５
０
０
円�

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

　
巾（
バ
ン
ダ
ナ
）、
筆
記
用
具�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

���
　
子
育
て
、暮
ら
し
、平
和
、女

性
の
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
語

り
合
い
ま
す
。�

▼
期
日
　
９
月
２
日
a�

　
午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
６
時�

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
参
加
。�

▼
場
所�

　
松
本
大
学
（
松
本
市
新
村
）�

▼
内
容�

○
記
念
講
演
「
あ
な
た
と
考
え

　
る
心
の
時
代
」�

・
講
師�

　
香
山
リ
カ
さ
ん
（
精
神
科
医
）�

※
分
科
会
、
講
座
が
行
わ
れ
ま

　
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。�

▼
参
加
費
　
１
、０
０
０
円�

▼
募
集
人
数
　
２２
人
（
先
着
）�

▼
申
込
締
切
　
８
月
２０
日
b�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
男
女
共
同
参
画
課�

　
内
線
５
３
５
１�

�

はかりの検査日程�

対象地区� 期日� 時間� 場所�

龍江・千代・川路・�
三穂・竜丘�

9月3日b 13:00～16:30 龍江公民館�

鼎・伊賀良・山本・�
松尾・上久堅・下久堅�

9月4日c
  9:30～12:00�

13:00～15:00
鼎文化センター�

座光寺・上郷� 9月5日d 上郷自治振興センター�

橋北・橋南・羽場・�
丸山・東野�

9月6日e
10:30～12:00�

13:00～16:30
勤労者福祉センター�

市内全域�
（上村・南信濃地区�
  を除く）�

9月7日f
  9:00～12:00�

13:00～15:00

10:30～12:00�

13:00～15:00
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小
児
科
医
・�

田
澤
雄
作
講
演
会�

美
博
の
文
化
講
演
会�

な
つ
か
し
名
画�

ト
ク
ト
ク
祭
り�

8/11　12　13　14　15　16　17　18　19

土　日　月　火　水　木　金　土　日�

△　×　○　△　△　○　○　△　×�

お盆の期間のくみ取りは次のとおりとなります

曜日�

業務�

○＝平常業務�
△＝下記まで電話いただき、音声案内にそって、携帯電話に�
　　電話してください。休日料金ですがくみ取りは行います。�
×＝くみ取りはお休みです。�

飯田清掃　盆のくみ取り案内�

■問い合わせ　飯田清掃（株）10265（23）0311

三
市
合
同
企
画
第
五
十
八
回�

激しく練る・道中練り�

■問い合わせ�
　磐田市教育委員会　文化財課　10538（32）9699�
　磐田市観光案内所　10538（33）1222

▼場所　見付宿場通り�
▼交通　ＪＲ磐田駅から「磐田営業所」行き
　　　　バス乗車、「見付」下車�

▼場所　見付宿場通り�
▼交通　ＪＲ磐田駅から「磐田営業所」行き
　　　　バス乗車、「見付」下車�

９
月
15
日
(土)
・
16
日
(日)
�

「
見
付
天
神
裸
祭
」
は
、
矢
奈
比
賣
神
社
（
見
付
天
神
社
）

の
大
祭
と
し
て
、
毎
年
旧
暦
８
月
10
日
の
直
前
の
土
・
日
曜

日
に
行
わ
れ
ま
す
。
矢
奈
比
賣
神
社
の
神
様
が
、
遠
江
の
総

社
で
あ
る
淡
海
国
玉
神
社
へ
渡
御
す
る
神
事
を
中
心
に
行
わ

れ
る
こ
の
大
祭
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。�

土
曜
日
の
午
後
９
時
か
ら
、
見
付
宿
場
通
り
を
中
心
に
、

サ
ラ
シ
と
腰
蓑
を
身
に
つ
け
た
裸
姿
の
男
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ

れ
梯
団
と
い
わ
れ
る
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
道
中
練
り
を
行
い
、

見
付
天
神
拝
殿
を
目
指
し
ま
す
。
午
後
11
時
こ
ろ
か
ら
は
各

梯
団
の
堂
入
り
が
行
わ
れ
「
鬼
踊
り
」
と
呼
ば
れ
る
激
し
い

練
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
深
夜
０
時

30
分
こ
ろ
か
ら
、
見
付
宿
場
通
り
の
明
か
り
が
消
さ

れ
、
闇
夜
の
中
、
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
神
輿

の
御
渡
が
行
わ
れ
ま
す
。�

や

な

ひ

め

�

お

う

み

く

に

た

ま

�

と
お
と
う
み�

て
い
だ
ん�

お
わ
た
り�

こ
し
み
の�

と

ぎ

ょ

�

���
　
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
す
。�

▼
テ
ー
マ�

　
子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
〜
テ
レ

　
ビ
・
ビ
デ
オ
・
ゲ
ー
ム
・
ケ
ー

　
タ
イ
・
ネ
ッ
ト
の
功
罪
〜�

▼
日
時
　
９
月
１
日
g

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

▼
場
所
　
中
央
図
書
館
２
階�

▼
費
用
　
６
０
０
円�

　（
資
料
代
を
含
む
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

���

　
日
本
の
名
作
映
画
を
上
映
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
９
月
８
日
g�

　
午
後
１
時
〜
５
時�

▼
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー�

▼
上
映
内
容�

○
ま
た
逢
う
日
ま
で�

　（
今
井
正
監
督
、ロ
マ
ン
・
ロ

　
ラ
ン
原
作
、
久
我
美
子
主
演
）�

○
野
火�

　（
市
川
崑
監
督
、大
岡
昇
平
原

　
作
、
船
越
英
二
主
演
）�

▼
入
場
料
　
５
０
０
円�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

���

▼
テ
ー
マ�

　
伊
那
谷
の
武
将
と
武
田
信
玄�

▼
日
時
　
８
月
１９
日
a�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分�

▼
場
所�

　
美
術
博
物
館
講
堂�

▼
講
師
　
鈴
川
博
さ
ん�

　（
清
内
路
小
学
校
校
長
）�

▼
問
い
合
わ
せ
　
美
術
博
物
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８�

�
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■問い合わせ　保健課　医療給付係　内線5525

75歳以上の方は新しい仕組みで医療を受けることになります

老人の医療費を中心に、国民全体の医療費が増え続けているなか、世
代間の負担が問題になっています。このため、世代間の負担を明確にし、
公平で分かりやすくしていくために、75歳以上の高齢者を対象にその
心身の特性や生活実態などを踏まえ、高齢社会に対応する仕組みとして、
新たに高齢者の独立した医療制度が創設されます。�

運営は長野県広域連合が担当します

県内81のすべての市町村が加入する「長野
県後期高齢者医療広域連合」は、３月23日に
設立されました。後期高齢者医療制度を運営
する「保険者」となり、保険料の決定や、医療
を受けたときの給付など、運営の主体を担当
します。�
市町村は、保険料の徴収、申請や届け出の
受付や、保険証の引き渡しなどの「窓口業務」
を担当します。�
※新たに設立された広域連合と県内すべて
の市町村が協力して事務を行っていきます。�

75歳以上の方が後期高齢者です

65歳以上の方を「高齢者」と呼んでいますが、
75歳を境として、75歳以上の方を「後期（こ
うき）高齢者」としています。�
これに対して、65歳から74歳までの方を「前

期（ぜんき）高齢者」としています。�

対象となる方、対象となるときは

○対象となる方�
県内にお住まいの75歳以上の方、65歳以
上で寝たきりなどの一定以上の障害があ
る方が被保険者となります。�
○対象となるとき�
75歳になったとき（誕生日の当日から）、
75歳以上の方が県
内に転入してきた
ときに資格を得る
ことになります。�

保険料１割、支援金約４割、
公費約５割で運営します

所得などに応じて決められた「保険料」を、
被保険者全員が負担することになります。原
則として、支給される年金から天引き（特別
徴収）します。社会保険などの被扶養者の方
も保険料を納めます。�
公費（国、県、市町村）が約５割を負担、現役

世代からの支援（若
年者の保険料）が約
４割を負担し、残り
の１割を高齢者の
皆さんに保険料と
して納めていただ
きます。�

給付は老人保健と変わりません

お医者さんにかかるときの窓口負担は、老
人保健と変わらず、原則、一般の方は１割負
担が継続されます。現役並みの所得がある方
は３割負担です。�
入院時食事療養費の支給、高額療養費の支
給、訪問看護療養費の支給、移送費の支給など、
申請をして認められると、さまざまな給付を
変わらずに受けることができます。�

後期高齢者医療制度の保険証
は１人に１枚交付します

被保険者全員に後期高齢者医療制度のた
めの保険証が、１人に１枚交付されます。保
険証はカード型で小さくなりますので、取
り扱いにご注意ください。�

平成20年４月から後期高齢者医療制度が始まります

8月15日号は休刊です�
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■問い合わせ　飯田文化会館　10265(23)3552　http://www.city.iida.nagano.jp/bunkakaikan/affinis.htm�
　チケット・入場整理券は、市内各プレイガイド・公民館・市役所・文化会館にてお求めください。�

　子どもたちにクラシック音楽
を楽しんでもらいたい。この日は
文化会館全体が「音楽館」になり
ます。�
●あいうえオーケストラ�
　（文化会館ホール）�
　公開リハーサル10:30～(開場10:00)�
　演奏会　　　　14:00～(開場13:00)�
　小中学生のためのオーケストラ演奏会です。学校で
の入場整理券の申し込みは締め切りました。一般の方
は「公開リハーサル」をご覧いただけます。公開リハー
サルの入場整理券は各プレイガイドで配布しています。�
●あいうえ音楽教室（飯田人形劇場）�
　13:00～13:40�
　オーケストラの演奏会を聴く前に、プロの音楽家に

教えてもらって、実際に楽器に触れて、音
を出してみよう！（小・中学生のみ入場可）�
●あいうえ親子コンサート（飯田人形劇場）�
※多数のお申し込みをいただき、定員に達
　したため、既に締め切りました。�

　文化会館と飯田市公民
館を会場に、管弦楽の基礎
である室内アンサンブル
を中心にセミナーを行い
ます。�
　セミナーは講師と参加
者による研鑽の場です。聴
く人にも音楽を創造して
いく現場の熱気がひしひ
しと伝わってきます。貴重
な機会をぜひ間近でご覧
ください。�

■聴講券　１日券500円　パス券1,000円（期間中有効）�
※演奏会チケットでも聴講できます。�

18:00～（開場17:30）�
緑ヶ丘中学校体育館�

　親しみやすい曲目を、地元の皆さんに
間近で楽しんでいただくため、地区に出
向いて演奏します。地
元の皆さんとのふれあ
いを演奏家たちも楽し
みにしています。体育
館いっぱいに響くすて
きな音楽をお楽しみく
ださい。�

●飯田演奏会【１】　飯田市公民館ホール�
　８月24日F　開場18:30　開演19:00�
●飯田演奏会【２】　飯田文化会館ホール�
　８月26日A　開場13:30　開演14:00�
　真剣に研鑽を積んだ成果を、講師陣も加

えて発表します。普段別のオーケストラに所属しているとは思え
ないほど息の合った演奏は見事です。今年はシューベルト作曲の「鱒」
など、テレビなどで聴きなじみのある名曲。そして隠れた名曲。き
っと素敵な音楽に出会えます。�
■チケット　○飯田演奏会【１】【２】とも�
　　　　　　　一般2,500円、�
　　　　　　　大学生以下1,000円�
　　　　　　○【１】【２】セット券4,500円�
　　　　　　　全席自由。  好評発売中！�

８月20日（月）～26日（日）�

８月25日（土）�

８月23日（木）�

入場無料�

入場無料�

　世界一流の音楽家が日本のプロ・オーケストラ団員をレッスン。お互いプロの演奏家同
士が、言葉で、心で、音楽で対話しながら、音楽を創り上げていくセミナーです。�
　市民の皆さんの身近なところでクラシック音楽に親しんでいただく機会も多数ご用意
しております。飯田でしか味わえないアフィニスの魅力を、ぜひお楽しみください。�
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動
物
園 

秋
の
写
生
大
会�

新
潟
県
中
越
沖
地
震�

義
援
金�

図
書
館
読
書
会�

「
人
生
の
答
」
の
出
し
方�

「防災行政無線」の放送内容を
電話で聞けます（通話料無料）�

■問い合わせ�
　防災交通課　防災係　内線2432

０１２０－９１５－４６０
フリーダイヤル�

※ 携帯電話からもかかります�

「みんなで平和を創りましょう」をテーマに開催されます。戦争の
惨禍を繰り返さないために、平和の尊さと戦争の悲惨さを伝え、今
年で19回目の開催となりました。毎年、県内を移動し開催されてき
ましたが、今年は飯田市で行われます。平和で豊かな21世紀を築く
ためにも、ぜひご覧ください。�

第19回 平和のための�

信州・戦争展�
主催　「第19回平和のための信州・戦争展」飯伊地区実行委員会�

場所　鼎文化センター�

参加協力券�
　一　般　　　500円�
　高校生以下　無　料�

「日本の青空」上映会�
８月18日（土）  午後２時～、５時～ ※入場料別途�
日本国憲法誕生の真相が明らかに�

松元ヒロ  ソロライブ�
８月16日（木）　午後３時～  ※入場料別途�
「マイム」と「トーク」による社会風刺のお笑い�

講演会�
８月19日（日）　午後３時30分～�

「憲法について」�
講師：高橋哲哉さん�
　　（東京大学大学院教授）�

ピースライブ�
８月19日（日）　午後０時30分～�

レンズでのぞいた戦争�３階学習室�
福島菊次郎写真展「戦争責任」「自衛隊と兵器産業」�
イラク・ファルージャの様子�

実物、遺品展示�４階大会議室�
飯田・下伊那地方に残る戦争の
傷跡、遺品、資料、731部隊員が
所有していた器具、平岡ダム関
係の品物等�

戦争、平和を語る�３階講義室�
○戦争遺品は語る　○国民学校１年生�
○満州開拓　○731部隊少年隊と731部隊について�
○中国の人々から見た「満州開拓」「青少年義勇軍」�

期間　8月16日（木）～19日（日）�

１階ホール�

１階ホール�

１階ホール�

１階ホール�

■問い合わせ　生涯学習・スポーツ課　内線3571

平岡ダム�

平岡の連合軍捕虜収容所�

731部隊員所有の手術器具�

富草の防空監視哨�

���
▼
対
象
　
園
児
、
小
・
中
学
生�

▼
日
時
　
９
月
９
日
a�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時�

※
雨
天
は
１６
日
a
に
延
期
。�

▼
場
所
　
動
物
園�

▼
画
材
　
自
由
（
油
絵
は
除
く
）�

※
当
日
配
布
す
る
四
つ
切
り
画

　
用
紙
を
使
用
、
写
生
用
具
は

　
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
そ
の
他
　
作
品
に
は
住
所
、

　
氏
名
、
年
齢
、
園
・
学
校
名
、

　
学
年
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

　
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
参
加

　
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
動
物
園�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
４
１
６�

���

　
日
本
赤
十
字
社
飯
田
市
地
区

で
は
、
地
震
の
被
災
者
へ
の
義

援
金
を
受
け
付
け
ま
す
。�

▼
受
付
期
限�

　
来
年
１
月
１６
日
d�

▼
受
付
場
所
　
防
災
交
通
課
、

　
市
役
所
受
付
、
り
ん
ご
庁
舎

　
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自

　
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
飯
田
市�

　
公
民
館
、橋
北
・
橋
南
・
羽
場
・

　
丸
山
・
東
野
公
民
館�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
防
災
交
通
課
　
日
赤
事
務
局�

　
内
線
４
４
７
２�

���

　
１２
月
１
日
g
の
第
７
回
図
書

館
ま
つ
り
で
講
演
し
て
い
た
だ

く
、柳
田
邦
男
さ
ん（
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
家
・
評
論
家
）の
著

書
を
読
み
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
１９
日
d
、
１０
月

　
１７
日
d
、
１１
月
１４
日
d�

　
午
後
２
時
３０
分
〜
４
時�

▼
場
所�

　
中
央
図
書
館
２
階
研
修
室�

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
央
図
書
館�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６�

�

8月15日号は休刊です�
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■問い合わせ　秘書広報文書課　情報システム係　内線2227

◆登録上の注意�
○すべての情報が必要な場合は、そ
れぞれ登録をしてください。�
○携帯電話の設定でインターネット
からのメールの受信拒否をしてい
る場合は、city.iida.nagano.jp
を受信したいメールドメインの項
目に登録してください。�

市では「誰もが安心して暮らせる」まちづくりのため、緊急情報などを
メールで配信しています。このサービスを利用するためには、次のとおり
利用者登録が必要です。ぜひ登録をしてください。�

携帯電話またはパソコンから、次のアドレスにメールを送信
してください。(題名や本文を入力する必要はありません)

返信メールに記載された登録用のホームページのアドレス(URL)をクリックしてください。�

◆登録方法

ガイダンスに従って利用者登録をしてください。登録が完了します。�

登録用QRコード�
火災情報� その他の情報�

◆利用上の注意�
○メール着信時の携帯端末等通信料は、利用者の負担になります。�
○メール送信は、通信事業者のシステムによりますので、その状態
によりメールの着信に遅れや障害が発生する場合があります。�

手順1�

手順2�

手順3�

火災情報�

気象・災害警報、事件・事故情報、�
不審者情報、その他の情報�

iida.jh@mpme.jp

iida.kj@mpme.jp

飯
田
市
職
員�

飯田市職員採用試験�

試験区分�

薬剤師�
（病院等勤務）�

３人�
程度�

昭和62年4月2日
以降の出生者�

教養試験�
作文試験�
適性検査�

事務能力検査�

9/16日A

採用予�
定人数�

受験資格（詳細は試験実施要綱参照）�

年齢�

給与※2�
�

初任給� 手当�

第１次�
試験方法�

第１次�
試験日�

※２　給与は平成19年４月１日現在の内容であり、採用までの間に変更となる場合があります。また、職歴等経歴がある方は、原則として�
　　　これより高い初任給が支給されます。�

4.42月�
ほか�
手当�

看護職�
後期日程�

（病院等勤務）�

行政初級�

１人�

10人�
程度�

4.42月�
ほか�
手当�

昭和47年4月2日
以降の出生者�

201,600円�
（3年制短大卒）�
207,500円�
（大学卒）�

教養試験�
作文試験�
適性検査�

資格および免許�

なし�

教養試験�
作文試験�
適性検査�

※１　これまでの試験区分「事務初級」「土木初級」「建築初級」を「行政初級」に統一しました。�

※1

142,800円�
（高校卒）�
153,800円�
（短大卒）�

保健師�
（本庁等勤務）�１～２人�

保健師免許取得者（来春までに免
許取得見込みの者を含む）�

昭和52年4月2日
以降の出生者�

教養試験�
作文試験�
適性検査�

178,700円�
（3年制短大卒）�
188,800円�
（大学卒）�

臨床検査技師�
（病院等勤務）�１人�

昭和52年4月2日
以降の出生者�

臨床工学技士�
（病院等勤務）� 2人�

207,500円�
（大学卒）�

4.42月�
ほか�
手当�

薬剤師免許取得者（来春までに免
許取得見込みの者を含む）�

臨床検査技師免許取得者（来春
までに免許取得見込みの者を含む）�

臨床工学技士免許取得者（来春ま
でに免許取得見込みの者を含む）�

看護師、助産師、保健師のいずれ
かの免許取得者（来春までに免許
取得見込みの者を含む）�

4.42月�
ほか�
手当�

�������

　
平
成
２０
年
４
月
１
日
採
用
予

定（
行
政
初
級
、保
健
師
、医
療

技
術
職
、看
護
職
後
期
日
程
）の

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。�

▼
試
験
内
容�

　
下
表�

▼
試
験
実
施
要
綱
と
受
験
申
込

　
書
の
入
手
方
法�

○
市
役
所
人
事
課
、 

各
自
治

　
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け

　
取
り�

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合�

　
１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

　
信
用
封
筒
（
試
験
区
分
と
宛

　
先
明
記
、角
形
２
号
）を
同
封

　
し
人
事
課
へ
請
求�

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
次
の
書
類
を
月
〜
金
曜
日
の

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

　
３０
分
の
間
に
人
事
課
ま
で
本

　
人
ま
た
は
代
理
者
が
持
参
。

　
郵
送
も
可
。�

○
試
験
申
込
書�

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

　
記
載
し
、
８０
円
切
手
を
貼
っ

　
た
長
形
３
号
封
筒�

▼
申
込
締
切�

　
８
月
２２
日
d
（
消
印
有
効
）�

�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　
飯
田
市
総
務
部
　
人
事
課
　

　
内
線
３
１
３
２�
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「
飯
田
の
匠
・
ま
ち
か
ど�

博
物
館
」
に
登
録
を�

動物園の�
休園日�

■問い合わせ 動物園�
10265（22）0416

8月6日b◆13日b�
　◆20日b◆27日b�
9月3日b◆10日b

◆18日c◆25日c

■応募・問い合わせ�
　〒395-8501　飯田市大久保町2534　生涯学習・スポーツ課内　飯田70景事務局　内線3573

市内の風景や町並み、人々の暮らしぶりなど「飯田市の今」を撮影した写真作品を、
来年１月31日まで募集しています。�
季節はいよいよ本格的な夏。いいだ人形劇フェスタやアフィニス夏の音楽祭、飯田
まつりなどのイベントから日常の風景まで、飯田の夏にはさまざまな顔があります。
季節感あふれる作品をお待ちしています。お気軽にご応募ください。�

テーマ

特選　５点（賞状、賞金７万円、記念品）�

入選　10点（賞状、賞金３万円、記念品）�

佳作　55点（賞状、賞金２千円、記念品）�

応募点数

募集締切 来年１月31日（木）

１人　10点以内�

応募サイズ モノクロ、カラーともに四つ切り（ワイドは不可）
またはＡ４のプリントに限ります。�
※デジタル作品も可とします。ただし、合成・特殊効果を
　施したものは除きます。�

飯田市の今

応募方法 応募作品（写真）に、住所、氏名、年齢、職業、電話番
号と撮影データ（キャプション、撮影場所、撮影日、
撮影者（応募された方））を明記した「応募票」を添
付して提出してください。�

入賞

発表 来年２月に入賞者に直接通知します。�

※応募上の注意事項があります。詳細はお問い合わせください。�

���
　
市
で
は
次
世
代
に
伝
え
て
い

き
た
い
貴
重
な
職
人
さ
ん
の
技

な
ど
を
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
飯
田

の
匠
・
ま
ち
か
ど
博
物
館
」
に

登
録
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し

ま
す
。�

▼
対
象
　
市
内
に
在
住
し
、
次

　
世
代
に
伝
え
る
べ
き
技
術
を

　
お
持
ち
の
方�

▼
登
録
の
条
件�

○
技
術
内
容
が
地
域
の
伝
統
に

　
根
差
し
て
い
る
も
の
で
あ
る

　
こ
と
（
織
り
・
染
め
・
和
裁
・�

　
洋
裁
・
木
工
・
曲
げ
物
・
伝

　
統
食
・
表
具
・
建
具
な
ど
）�

○
製
作
過
程
を
見
学
で
き
る
こ

　
と�

○
事
業
所
な
ど
に
「
ま
ち
か
ど

　
博
物
館
」
の
プ
レ
ー
ト
を
設

　
置
で
き
る
こ
と�

○
ま
ち
か
ど
博
物
館
マ
ッ
プ（
作

　
成
予
定
）
へ
の
掲
載
が
可
能

　
な
こ
と�

○
次
の
う
ち
一
つ
以
上
に
取
り

　
組
め
る
こ
と�

・
小
・
中
学
校
の
総
合
的
な
学

　
習
の
時
間
な
ど
で
技
術
の
紹

　
介
、
講
師
と
し
て
製
作
を
指�

　
導
で
き
る
こ
と�

・
市
の
職
人
入
門
講
座
の
講
師

　
と
し
て
、
事
業
所
な
ど
に
体

　
験
受
け
入
れ
が
で
き
る
こ
と�

・
中
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
（
職

　
場
体
験
）
を
受
け
入
れ
で
き

　
る
こ
と�

・
事
業
所
な
ど
に
展
示
棚
を
設

　
置
で
き
、
作
品
や
道
具
な
ど

　
を
紹
介
で
き
る
こ
と�

※
市
の
職
人
入
門
講
座
は
、
材

　
料
実
費
な
ど
を
お
支
払
い
し

　
ま
す
。�

▼
募
集
期
間�

　
８
月
１０
日
f
〜
３１
日
f�

▼
応
募
方
法�

　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
　

　
地
育
力
向
上
係�

　
内
線
３
５
７
９�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ�

　
０
２
６
５（
２
３
）８
９
９
６�

　
Ｅ
メ
ー
ル�

　shougai@
city.iida.nagano.jp�

�

8月15日号は休刊です�
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飯
田
市
学
校
用
務
員�

「6月1日に風越山を撮ろう」2007参加作品　撮影：三浦企指子さん�

昨年のスタート風景�

■問い合わせ　生涯学習・スポーツ課内　風越登山マラソン大会事務局�
　10265（21）3001　FAX0265（53）4546　Eメールtozan@city.iida.nagano.jp�
　http://www.city.iida.nagano.jp/sports/tozan/index.htm

期日　10月8日（祝）�
部門　○登山マラソンの部�
　　　　中学生以上　4.9km～12.4km�
　　　○みんなで走ろうの部�
　　　　小学生以上　3.3km�
　　　○ウオーキングの部�
　　　　6.0km～11.7km

標高差約1,000ｍ、白山社奥宮を目指し、風越山
に登りませんか。�

▼申込方法�
生涯学習・スポーツ課、各自治振興センター、�
各公民館、りんご庁舎市民証明コーナーに用
意してある申込用紙に記入し、提出してくだ
さい。�

▼申込締切　９月18日（火）�

※参加料、大会日程など詳細はお問い合わせく
　ださい。ボランティアも募集しています。�

講演会
日時　10月7日（日）（午後予定）
場所　飯田市公民館

定員　先着300人�
※大会に参加申し込みいただ
いた方を優先します。�

講師　瀬古利彦さん

瀬古利彦さん��
ヱスビー食品（株）スポーツ推進局長�
福岡国際マラソン４勝をはじめ、さまざ
まな国際大会を制し、マラソンブームを
つくりあげた。現在は、（財）日本陸上競技
連盟理事を務めるなどマラソン競技の普
及を行っている。�

���
▼
応
募
資
格�

　
昭
和
１８
年
４
月
１
日
〜
昭
和

　
２７
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
で
、

　
普
通
自
動
車
免
許
所
有
者�

▼
募
集
人
数
　
１
人�

▼
業
務
内
容
　
学
校
用
務�

　（
営
繕
、
荷
物
運
搬
な
ど
）�

※
原
則
半
日
交
替
勤
務�

　（
週
３０
時
間
）�

▼
採
用
予
定
日�

　
１０
月
１
日�

▼
給
与�

　
月
額
　
９
７
、９
０
０
円�

　
飯
田
市
臨
時
職
員
・
非
常
勤

　
職
員
の
規
定
に
よ
る
。�

▼
試
験
方
法�

　
面
接
（
日
程
は
後
日
連
絡
）�

▼
応
募
方
法�

　
市
販
の
履
歴
書 

（
写
真
貼
付
）

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

　
送
も
可
。�

▼
応
募
締
切�

　
８
月
３１
日
f
（
消
印
有
効
）�

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　
飯
田
市
教
育
委
員
会�

　
学
校
教
育
課
　
総
務
係�

　
内
線
２
５
７
３�
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○オール電化住宅では、
ガス器具を使用でき
ません。三尋石市営
住宅では給湯設備を
設置していますが、
電気調理器（電気コ
ンロなど）は、入居
する方の負担で設置
することになります。�
○浴槽無しの住宅では、
入居する方の負担で
浴室に浴槽、風呂釜
を設置することにな
ります。�
○駐車場は1世帯1台
分のみ、使用料は家
賃に含まれます。2
台目以降は、入居す
る方自身が団地外で
探していただくこと
になります。�
○若者住宅は40歳未満
で同居親族があるこ
と。独身住宅は40歳
未満で単身者である
ことが条件になりま
す。�

○扶養親族数は、本人を除いた人数で、税法
上の扶養ではありません。�
○裁量階層とは、入居者が60歳以上、かつ、
同居者が60歳以上または18歳未満の世帯、
小学校就学前の子どもがいる世帯、入居者
の中に1級から4級の障害のある方がいる世
帯などを指します。�
○程野を除く4号市営は収入の基準無し。�
　（程野は1号市営の収入基準に同じ）�

下表１　入居を募集する市営住宅�

下表２　収入の基準�

住宅区分�扶養親族�

一般階層�

裁量階層�

一般階層�

裁量階層�

収入下限�

収入上限�

１号市営�

２号市営�

３号市営�

０人� １人�

3,675,000 4,151,000

4,695,000 5,171,000

2,603,000 3,151,000

3,311,000 3,823,000

4,151,000

9,768,000

ー�

ー�

２人�

4,627,000

5,647,000

3,683,000

4,295,000

4,627,000

10,181,000

３人�

5,103,000

6,123,000

4,155,000

4,771,000

5,103,000

10,581,000

（円）�

区分�

２号市営�

３号市営�

４号市営�

１号市営�

団地名�

北の原�
三尋石A・C棟�

平林�
大堤�
長野原�
飯沼�

黒田�
伊塚�
中郷�
流宮�
程野�
上町�
下栗�
樋口�
押出第１�

押出第２�
夜川瀬第１�
夜川瀬第２�
西の原�

三尋石B棟�

夜川瀬第３�

程野�

押出第３�

夜川瀬第４�

松原�

所在地�

常盤台�
大瀬木�
切石�
座光寺�
時又�
飯沼�

黒田�
上村�
上村�
上村�
上村�
上村�
上村�

南信濃和田�
南信濃和田�

南信濃和田�
南信濃和田�
南信濃和田�
大休�

大瀬木�

南信濃和田�

上村�

南信濃和田�

南信濃和田�

南信濃和田�

家賃�

16,900円～41,700円�
19,400円～52,900円�
21,400円～47,000円�
4,700円～27,300円�
12,900円～34,900円�
11,300円～35,000円�

17,200円～39,500円�
11,100円～18,300円�
9,900円～17,400円�
11,600円～19,700円�
9,900円～24,400円�
10,500円～26,700円�
10,800円～17,900円�
7,600円～12,700円�
10,300円～18,000円�

15,500円～28,100円�
11,800円～21,000円�
　9,900円～32,900円�
　9,700円～26,700円�

44,600円～72,300円�

14,700円～24,400円�

24,000円、37,000円�

20,000円�

10,000円�

7,000円�

間取り�

3DK
2LDK～3LDK
3DK
2K～3K
3DK
3DK

3DK
3LDK
3LDK
3LDK
3LDK
3LDK
3LDK
3DK
3DK

2LDK
3DK

1DK～3DK
3K

2LDK～3LDK

3DK、3LDK～5LDK

3LDK

4DK、4LDK

1DK

1DK

備考�

オール電化�

浴槽無し�
浴槽無し�

浴槽無し�

オール電化�

若者住宅�

独身住宅�

■問い合わせ�
　建設管理課　住宅係　内線2734市営住宅入居者募集�

募集する市営住宅� 下表１�

募集戸数�

来年２月末までに空き家となる戸数�

入居の資格� 次の条件を満たす方�

○現に同居し、又は同居しようとする親族がいるこ
と（申込時から3カ月以内に結婚する方を含む）�
※単身入居の条件などは、お問い合わせください。�
○収入が、飯田市営住宅等管理条例に規定する基準
以内であること（収入の基準は下表2参照）�
○市区町村税を完納していること�
○入居者および同居者が暴力団員（暴力団員による
不当な行為の防止等に関する法律第2条第6号に
規定された暴力団の構成員）でないこと。�
○住宅に困っていることが明らかなこと�
○外国人登録をしている方は、日本の在留期間が1
年以上ある方�

申込方法�

飯田市営住宅入居申込書を建設管理課または上村・
南信濃自治振興センターに本人または代理の方
が持参してください。（申込書は建設管理課、各自
治振興センターに用意してあります。申込書の郵
送を希望する方は、80円切手を貼った返信用封筒
を同封して建設管理課住宅係へ）�

申込受付期間�

9月3日b～14日f�
午前8時30分～午後5時30分�

※土・日曜日は受付できません。�

9月20日e　午前10時�
市役所3階会議室で公開抽選�

※抽選には、本人または代理の方が必ず出席して
ください。�

抽選日時・場所�

8月15日号は休刊です�
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市
営
霊
園
使
用
者�

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア�

入
門
講
座�

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
講
座�

男
性
の
た
め
の�

筋
力
ア
ッ
プ
運
動
教
室�

交通事故発生状況�
（6月30日現在）�

件数・・       ・279件（－38）�

死者・・・       ・・　3人（＋3）�

傷者・・       ・344人（－44）�

（   ）内前年同期対比�

運転中�
　見逃さないで�
　　　　小さな手�

�

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族�

援
護
相
談
所�

���
▼
募
集
す
る
霊
園
　
左
表�

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

　
い
か
本
籍
の
あ
る
方�

※
現
在
お
骨
を
保
有
し
て
い
る

　
が
、
お
墓
が
な
く
お
困
り
の

　
方
を
優
先
し
ま
す
。
お
骨
を

　
保
有
し
て
い
る
方
が
定
数
に

　
満
た
な
い
場
合
の
み
、
お
骨

　
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
応
募�

　
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

▼
申
込
方
法�

　
環
境
課
に
用
意
し
て
あ
る
申

　
込
書
に
住
民
票
（
本
籍
入
り
）

　
１
通
を
添
え
て
環
境
課
窓
口

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
期
間�

　
８
月
２０
日
b
〜
３１
日
f�

▼
抽
選�

○
日
時
　
９
月
１１
日
c�

　
午
前
９
時
か
ら�

○
場
所
　
鼎
文
化
セ
ン
タ
ー�

※
当
選
さ
れ
た
方
は
、
２
年
以

　
内
に
墓
石
を
建
て
る
か
、
納

　
骨
す
る
こ
と
が
条
件
に
な
り

　
ま
す
。�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
環
境
課
　
環
境
衛
生
係�

　
内
線
５
２
４
１�

�������

　
効
果
的
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
方

法
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
運
動
を
紹

介
し
ま
す
。�

▼
対
象
　
お
お
む
ね
６４
歳
以
下

　
で
、
以
前
に
こ
の
教
室
に
参

　
加
し
て
い
な
い
方�

▼
日
時�

　
９
月
４
日
c
〜
１１
月
２７
日
c

　
の
毎
週
火
曜
日
（
全
１２
回
）�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時�

※
１０
月
３０
日
c
を
除
く
。�

▼
場
所�

　
飯
田
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー�

　
第
１
体
育
館
（
松
尾
明
）�

▼
定
員�

　
３０
人
（
先
着
）�

▼
申
込
締
切�

　
８
月
２４
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
６ �

���

　
筋
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
さ

ま
ざ
ま
な
運
動
を
紹
介
し
ま
す
。�

▼
対
象�

　
お
お
む
ね
６４
歳
以
下
の
男
性�

▼
日
時�

　
８
月
２８
日
c
〜
１２
月
４
日
c

　
の
毎
週
火
曜
日
（
全
１２
回
）�

　
午
後
７
時
〜
８
時
３０
分�

※
９
月
１８
日
c
、
１０
月
１６
日
c
、

　
１１
月
６
日
c
を
除
く
。�

▼
場
所�

　
ほ
っ
湯
ア
ッ
プ
ル
（
松
尾
明
）

▼
入
場
料�

　
１
回
　
４
０
０
円�

▼
定
員�

　
３０
人
（
先
着
）�

▼
申
込
締
切�

　
８
月
２４
日
f�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
保
健
課
　
保
健
指
導
係�

　
内
線
５
５
１
６�

���

　
聴
覚
障
害
の
あ
る
方
を
講
師

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
な
が
ら
手
話
を
学
び
ま
す
。�

▼
日
時�

○
昼
の
部�

　
８
月
２８
日
c
〜
９
月
２５
日
c

　
の
毎
週
火
曜
日
（
全
５
回
）�

　
午
前
１０
時
〜
正
午�

○
夜
の
部�

　
８
月
３１
日
f
〜
９
月
２８
日
f

　
の
毎
週
金
曜
日
（
全
５
回
）�

　
午
後
７
時
〜
９
時�

▼
場
所�

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田�

▼
定
員
　
昼
・
夜
の
部
い
ず
れ

　
も
２０
人
（
先
着
）�

▼
申
込
締
切�

　
８
月
２１
日
c�

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
飯
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

　
タ
ー（
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田
内
）�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
１�

�������

　
戦
傷
病
者
と
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
し
た
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
日
ご
ろ
お
困
り
の
こ

と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

※
相
談
に
は
、
厚
生
労
働
省
か

　
ら
委
託
を
受
け
た
戦
傷
病
者

　
相
談
員
、
戦
没
者
遺
族
相
談

　
員
が
対
応
し
ま
す
。�

▼
日
時�

　
９
月
５
日
d�

　
午
後
１
時
〜
４
時�

▼
場
所�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室�

▼
問
い
合
わ
せ�

　
福
祉
課
　
庶
務
係�

　
内
線
５
３
７
３ �

�

使用者を募集する市営霊園�
霊園名� 所在地� 募集区画数� 面積� 使用料�

西　部　霊　園� 中村1589 24 4㎡� 590,000円�

桐林墓地公園�桐林2254－2

第3ブロック� 1　※� 4㎡� 302,000円�

第6ブロック� 1　※� 6㎡� 453,000円�

第8ブロック� 1　※� 4㎡� 317,000円�

柏　原　霊　園�上郷黒田6829 5 4㎡� 550,000円�

矢　高　霊　園�鼎名古熊2561 1　※� 4㎡� 350,000円�

　※カロート（納骨室）なし。使用者が設置することになります。�
　　市外在住者の使用料は25％増しになります。�



� 2007.8.1［広報いいだ］�

8月15日号は休刊です�

期間� 講座名� 内　　　　　　　　　容� 開講日� 時間� 定員� 受講料� 教材費�

10
〜
11
月�

パソコン�
入門コース�

●初めての方でも参加できます。パソコンの基本操作やインターネ�
　ットを楽しく学びます（office 2003使用）�

月・水（15回）�

各20人�
(最小10人)

18,000円�

2,100円�

火・金（15回）�

パソコン�
活用コース�

●基本機能・操作のおさらいに加えて、いろいろな機能を紹介します�
（office 2003使用）�

火（8回）�

9,600円�
水（8回）�

10月からの講座の受講生を9月1日（土）から募集します。（定員になり次第締め切ります）�

◆問い合わせ　サンヒルズいいだ　10265（26）7090�
◆申し込みは、事務所まで直接お越しください。�
◆サンヒルズいいだホームページ　http://www.mis.janis.or.jp/̃sunhills/

サンヒルズいいだ各種講座受講生募集�サンヒルズいいだ各種講座受講生募集�

※　飯田勤労者共済会の会員の方は、年１回に限り受講料の半額（2,625円上限）の割引が受けられます。申し込みの際、会員証を提示してください。�
※　受講者が極めて少ない場合は、開講しません。曜日、時間などの変更もありますのでご承知おきください。�
※　「サンヒルズいいだ」では、温水プールでの一般遊泳・無料浴場もご利用いただけます。�

教養文化講座��

　� �

パソコン�
MOS検定対策�

●Worｄの基本操作を確認し、マイクロソフト・オフィス・スペシャ�
　リスト（Word 2003）検定対策を行います�

金（8回）�

月（8回）�

12
月�

10
〜�

英会話� ●講師を囲んで楽しく英会話を学びます�
●「これから英会話をはじめたい人」「中級」のコースがあります�

火（12回）� 各20人�
(最小10人)

15,750円� 2,000円�
水（12回）�

10�
〜
3
月�

茶　道� ●表千家、日本古来の伝統文化の茶道を楽しみましょう� 月3回火（18回）� 各12人� 12,600円� 実　　　費�

華　道� ●お花と心をつなぎ、あなたのオアシスを見つけましょう�
●池坊�

第1・2・3金（18回）�
各15人� 12,600円� 実　　　費�

第1・2・3火（18回）�

着　付� ●和服の着方、いろいろな帯の結び方を習います�
第1・2・3月（18回）�

各10人� 12,600円� 実　　　費�
第1・2・3月（18回）�

書　道� ●毛筆書道の楷書、行書、草書、細字などを初歩から勉強します�
第1・3火（12回）�

各15人� 8,400円� 1,200円�第2・4月（12回）�

第2・4水（12回）�

水墨画� ●水墨画と墨彩画を描けるように、実物を見て初歩から勉強します� 第1・3水（12回）�
各15人� 8,400円� 1,200円�

第1・3水（12回）�

フラワー�
アレンジメント�

●たくさんの花を上手に飾る方法や、花束作りを学びます�
第2・4月（12回）� 各10人�

(最小3人)
12,000円� 実　　　費�

第2・4火（12回）�

ＰＭ1:30～3:30

ＰＭ6:30～8:30

ＰＭ1:30～3:30

ＰＭ6:30～8:30

ＰＭ1:30～3:30

ＰＭ6:30～8:30

ＰＭ1:00～2:30

ＰＭ7:00～8:30

ＰＭ7:00～9:00

ＰＭ2:00～3:30

ＰＭ7:00～8:30

ＰＭ2:00～3:30

ＰＭ7:00～8:30

ＰＭ2:00～3:30

ＰＭ7:00～8:30

ＰＭ2:00～3:30

ＰＭ7:00～8:30

ＰＭ2:00～3:30

ＰＭ7:00～8:30

期間� 講座名� 内　　　　　　　　　　容� 開講日� 時間� 定員� 受講料�
週1回コース�週２回コース�

１
カ
月
単
位
月
々
更
新�

水　泳�
●泳げない人でも参加できます。無理なく効果的な指導で泳げるよ�
　うになります�
●健康作りにも最適です�

ＡＭ11:00～12:00

各18人�

１カ月�
4,200円�

１カ月�
6,300円�

ＰＭ2:00～3:00

ＰＭ7:00～8:00

ＰＭ7:30～8:30

ＰＭ8:00～9:00

リフレッシュ�
クラス�

●50歳代以上の方、体力不足の方にお勧めです�
●水中歩行などの運動を取り入れて無理なく進めていきます�

ＡＭ11:00～12:00
各18人�

ＰＭ2:00～3:00

アクアシェイプ�●アクアビクス（ヌードル使用）30分＋水泳30分のバランスの良�　いプログラムです�

ＡＭ11:00～12:00

各20人�
ＰＭ2:00～3:00

ＰＭ7:00～8:00

ＰＭ8:00～9:00

コーディネー�
ション�

●水中ウオーキング・ストレッチ、簡単な泳ぎを組合せながら徐々�
　に体力アップを目指します�

ＰＭ7:30～8:30
各18人�

ＰＭ8:00～9:00

アクアビクス� ●水中でのエアロビクスです�
●短時間でシェイプアップに効果的なプログラムです�

ＡＭ11:00～11:30

各30人�

１カ月�
3,675円�

ＰＭ2:00～2:30

ＰＭ7:00～7:30

ＰＭ8:00～8:30

エアロビクス� ●リズムに合わせておもいっきり身体を動かし、気持ちよく汗を流�
　しましょう�

AＭ10:30～11:30

各30人�ＰＭ1:30～2:30

ＰＭ7:30～8:30

フィットネス�
ウオーキング�

●元オリンピック選手から、ストレッチ・簡単な筋力トレーニング・�
　ウオーキングを学ぶ理想的なプログラムです�

ＰＭ2:00～3:30
制限なし� １カ月　3,150円�

ＰＭ7:00～8:30

花架拳＆�
練功十八法�

●中国の武術に基づき、花のように美しく舞う健身術です。古曲に�
　のって呼吸法とともに心身をゆったりと動かしていきます�

ＰＭ3:00～4:15
各10人� １カ月　3,150円�

ＰＭ7:30～8:45

テニス� ●屋根付コートで、日本体育協会公認上級教師から、楽しくレッス�
　ンを受けられます� ＰＭ1:00～2:30 各12人� １カ月　4,200円�

10
〜
12
月�

シェイプアップ�
クラス�

●シェイプアップ効果の高い有酸素運動と筋力トレーニングを組み�
　合わせて行います� ＰＭ2:00～3:00 30人� ３カ月　9,450円�

親子教室�
●0～3才の子供とその親（祖父母等可）が対象です�
●体操、製作、リトミック、季節遊び等を楽しみます�
●講師は飯田中央保育園の保育士です�

AＭ10:00～11:30 各20組� ３カ月　1,500円�

月・火・木�

水・木・土�

水・土�

火�

金�

金�

月�

水�

火・金�

月・金�

水・土�

木�

月�

水�

火・金�

月・金�

水・土�

金�

水�

月・火・水�

金（月4回）�

金（月4回）�

第2・3・4水�

第2・3・4木�

水（基礎コース）�

金（経験者コース）�

火�

第1・3水（0～1歳）�

第1・3月（2歳）�

第2・4火（2歳）�

第2・4月（3歳）�

第2・4木（3歳）�
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第
５
回
飯
田
市
地
域
史
研
究
集
会
２
０
０
７�

今
年
の
第
５
回
地
域
史
研
究
集
会
で
は
「
地
域
の
歴
史
を
ひ
ら
く
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。�

飯
田
・
下
伊
那
は
、
広
大
で

美
し
い
自
然
に
め
ぐ
ま
れ
、
ふ

つ
う
の
暮
ら
し
を
営
む
人
々
が

主
人
公
と
な
っ
て
、
豊
か
な
歴

史
を
培
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
近
年
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
、

農
地
山
林
の
荒
廃
、
中
心
市
街

地
の
空
洞
化
な
ど
、
地
域
を
め

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深
刻

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

問
題
に
向
き
合
う
た
め
に
も
、

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見
し
、

こ
れ
に
学
ぶ
こ
と
は
切
実
な
課

題
と
い
え
ま
す
。�

今
回
は
各
方
面
の
専
門
家
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
地

域
の
歴
史
を
ひ
ら
く
た
め
の
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
、
飯
田
市

地
域
史
研
究
事
業
の
今
後
の
指

針
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム�

「
地
域
の
歴
史
を
ひ
ら
く
」�

�

25
日（
土
）午
後
に
開
催
す
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
地
域
把

握
に
関
す
る
研
究
を
常
に
リ
ー

ド
し
て
来
ら
れ
た
板
垣
雄
三
さ

ん
（
イ
ス
ラ
ム
史
・
東
京
大
学

名
誉
教
授
）
を
お
招
き
し
ま
す
。�

ま
た
飯
田
・
下
伊
那
に
お
け

る
長
年
の
地
域
研
究
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
前
飯
田
下
伊
那

地
域
研
究
団
体
連
絡
協
議
会
長

の
原
董
さ
ん
に
報
告
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

�

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル�

�

こ
れ
に
先
立
ち
、24
日（
金
）午

後
か
ら
25
日（
土
）午
前
に
か
け

て
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
（
円
卓

形
式
の
研
究
会
）
を
開
き
ま
す
。

「
地
域
史
の
方
法
」「
学
校
と
地
域
」

「
生
活
世
界
と
地
域
」「
地
球
規

模
化
」
の
4
つ
の
テ
ー
マ
を
設

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
合

わ
せ
て
、
地
域
研
究
の
実
践
に

基
づ
い
た
報
告
を
行
い
ま
す
。

地
域
史
や
地
域
把
握
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
議

論
し
ま
す
。�

�研
究
報
告
会�

�

26
日（
日
）は
飯
田
・
下
伊
那
地

域
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
研
究
報
告
を
行
い
ま
す
。
今

年
度
は
6
つ
の
報
告
を
予
定
し

て
い
ま
す
。�

こ
の
研
究
集
会
が
、
地
域
の

歴
史
を
ひ
ら
く
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。�

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。�

�歴史研究所　研究員会議を公開します�

▼日時　8月24日（金）　午前9時～正午�
▼場所　りんご庁舎3階会議室�
研究部スタッフ全員による会議です。開所から
5年目を迎える今年は、これまでの活動の総括
および今後の研究計画のあり方について議論を
します。どなたでも傍聴できますのでぜひお越
しください。�

8
月
24
日
　
〜
26
日�

（金）�

（日）�
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1931（昭和6）年2月、東京生まれ。
東京大学文学部西洋史学科卒。�
東京大学東洋文化研究所、同教養学
部、東京外国語大学アジア・アフリカ
言語文化研究所、アインシャムス大学
中東研究センター、東京経済大学、国
立民族学博物館などに勤務。現在、東
京大学名誉教授・東京経済大学名誉教
授。文化功労者（2003年）。�
�
主な著書�
『イスラーム誤認』（岩波書店、2003）�
『歴史の現在と地域学』（岩波書店、1992）�
『石の叫びに耳を澄ます』（平凡社、1992）�
[編]『「対テロ戦争」とイスラム世界』
（岩波新書、2002）�
[共著]『日本の洗濯－考えるエッセン
ス』（西村書店、2005）�

▼
日
時
　
８
月
25
日（
土
）　
午
後
１
時
〜
５
時�

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
地
域
の
歴
史
を
ひ
ら
く
」�

飯
田
・
下
伊
那
の
地
域
史
研
究
の
成
果
を
報
告
し
ま
す
。�

【
午
前
の
部
　
９
時
30
分
〜
】�

○
下
伊
那
地
方
に
お
け
る
ミ
チ
ュ
ー
リ
ン
農
法
の
受
容
と
衰
退�

　
　
　
　
壬
生
雅
穂
（
歴
史
研
究
所
近
現
代
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）�

○
50
年
経
た
お
蚕
さ
ま
の
お
家�

　
　
　
　
金
澤
雄
記
（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）�

○
わ
が
町
の
温
泉
「
か
じ
か
の
湯
」�

　
　
　
　
阿
南
町
立
富
草
小
学
校
５
年
生�

【
午
後
の
部
　
１
時
20
分
〜
】�

○
清
内
路
村
下
区
区
有
文
書
に
つ
い
て�

　
　
　
　
武
部
愛
子
（
東
京
大
学
大
学
院
）�

○
飯
田
の
講
談
師
　
竹
村
浪
の
人�

　
―
敗
戦
と
大
火
で
荒
廃
し
た
郷
土
に
光
を
―�

　
　
　
　
吉
澤
真
紀
（
中
央
図
書
館
司
書
）�

○
１
９
２
０
年
代
の
飯
田
下
伊
那
の
経
済
状
況�

　
―
生
産
と
消
費
の
側
面
か
ら
―�

　
　
　
　
鬼
塚
博
（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）�

板垣雄三さん�

講師紹介�

▼
参
加
費�

　
５
０
０
円（
３
日
間
、資
料
代
）�

※
高
校
生
以
下
無
料�

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が

　
あ
り
ま
す
。な
る
べ
く
公
共
交

　
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

飯田市歴史研究所�

1 0265（53）4670�
ホームページ　http://www.city.iida.nagano.jp/iihr/

■問い合わせ�

テ

ー

マ

１
　
地
域
史
の
方
法�

　
　
　
報
　
告
　
近
世
の
上
飯
田
村
を
知
る
―
課
題
と
方
法
―�

テ

ー

マ

２
　
学
校
と
地
域�

　
　
　
報
　
告
　
村
の
小
学
校
と
地
域
―
明
治
期
座
光
寺
の
事
例
か
ら
―�

テ

ー

マ

３
　
生
活
世
界
と
地
域�

　
　
　
報
　
告
　
聞
き
書
き
に
み
る
飯
田
町
の
く
ら
し�

テ

ー

マ

４
　
地
球
規
模
化�

　
　
　
報
　
告
　
　
人
口
移
動
か
ら
み
た
飯
田
下
伊
那
の
１
５
０
年�

研究集会　プログラム�

▼
場
所
　
飯
田
信
用
金
庫
本
店
２
階
大
会
議
室�

▼
日
時
　
８
月
24
日（
金
）　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
10
分�

　
　
　
　
８
月
25
日（
土
）　
午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分�

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
大
会
議
室�

●
記
念
講
演
　
　
組
み
換
え
自
在
の
〈
地
域
〉
を
生
き
る �

　
　
　
　
　
　
　
板
垣
雄
三
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）�

●
報
　
　
告
　
　
地
研
連
の
活
動
か
ら
　
―「
伊
那
谷
学
」
提
唱
と
地
域
再
発
見
―�

　
　
　
　
　
　
　
原
董
（
前
・
飯
田
下
伊
那
地
域
研
究
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
）�

●
コ
メ
ン
ト
　
　
石
井
規
衛
（
東
京
大
学
教
授
）�

　
　
　
　
　
　
　
田
中
雅
孝
（
歴
史
研
究
所
調
査
研
究
員
）�

▼
日
時
　
８
月
26
日（
日
）　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分�

研
究
報
告
会�

▼
場
所
　
飯
田
信
用
金
庫
本
店
２
階
大
会
議
室�

8月15日号は休刊です�
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通信�

天竜川総合学習館�

通信�■申し込み・問い合わせ�　天竜川総合学習館かわらんべ　10265（27）6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問い合わせ　公園事務局　10265（59）8080　ＦＡＸ0265（59）8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの予定�

これからの講座予定�
対象:小学3年生以上　★基本時間　9:00～11:00

食の工房体験学習��
10:30～13:00�
▼白玉ソフト�
8月26日a　材料費：100円�
白玉とソフトアイスで冷たい
デザートをつくろう。�
▼かんたんクレープづくり�
9月9日a　材料費：200円�

8月25日（土）　9:00～11:00�
持ち物：ぬれても良い服・靴、水筒�

Pick Up

※このほか祝日を中心に楽しい企画がいっぱい！企画の持ち込みやボランティアも募集しています。�

▼写真講座　講評5（成人講座）�
8月22日d　持ち物：カメラ、水筒、筆記用具�

▼絵手紙を作ろう9（成人講座）�
9月6日e　持ち物：絵手紙用の印（お持ちの方
　　　　　　　　　のみ）、筆記用具�

木の工房体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼からんころんをつくろう2�
8月19日a

なかまの館体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼タイルでパズルづくり�
8月18日g�
▼染め紙に挑戦！�
9月2日a

魚たちの習性に合わせたいろいろな仕掛けを
作ってみよう。�

▼サッカーボールをつくろう　　8月18日g�
▼コイルモーターをつくろう　　8月19日a�
▼プラカップの七変化　　　　　8月26日a

▼夏の押し花飾り�
8月18日g　持ち物：水筒、筆記用具�

▼廃油で石けん作り�
9月1日g　持ち物：空の牛乳パック、エプロン�

土の工房体験学習��
10:00～12:00､13:30～15:00�
▼土のペンダントづくり�
9月15日g�
焼き粘土でオリジナルのペン
ダントをつくろう。�

森森探検隊��
13:30～15:00�
集合場所：なかまの館�
▼魚とりもんどり�
8月25日g�
公園内のおし�
ぼら池で魚を�
つかまえよう�
�
�
�
▼バッタのジャンプ大会�
9月1日g�
▼じゃがいも収穫祭�
　＆焼きじゃがづくり�
9月8日g

▼写真講座　撮影5（成人講座）�
9月12日d�
持ち物：カメラ、水筒、筆記用具�

▼行動力を育てる救命法MFA�
9月9日a�
持ち物：教材費3,500円、弁当、水筒、筆記用具�

▼バッタリンピックをしよう�
9月8日g�
持ち物：虫捕り網、水筒�

※事前申込が必要�

理科実験ミュージアム　10:00～12:00､13:30～15:00
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り�

だ� よ�

第１回�

問
い
合
わ
せ�

農
業
委
員
会
事
務
局�

〒
３
９
５
ー
０
８
１
７�

鼎
東
鼎
２
８
１�

1
０
２
６
５
（
２
１
）
３
２
１
９�

　
農
地
を
貸
借
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
都

道
府
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。�

　
農
地
を
耕
作
目
的
で
貸
借
す
る
場
合
に
は
、
農
地
法
第

三
条
で
定
め
ら
れ
た
申
請
の
手
続
き
、
も
し
く
は
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
農
地
等
に
つ
い
て
の
利
用

権
設
定
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

農
地
の
貸
し
借
り
に
は
、
許
可
が
必
要
で
す�

　
耕
作
目
的
で
農
地
を
貸
借

す
る
場
合
の
農
地
法
第
三
条

に
よ
る
許
可
申
請
に
お
い
て
は
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
許
可

と
な
り
ま
せ
ん
。（
例
外
あ
り
）�

農
地
法
第
三
条
の�

許
可
条
件�

手
続
の
方
法�

　
い
ず
れ
も
所
定
の
申
請
書

を
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。�

　
毎
月
15
日
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
の
場
合
は
直
前
の
開
庁
日
）

を
受
付
締
切
日
と
し
て
審
査

を
行
い
、
許
可
と
な
っ
た
場

合
は
、
三
条
申
請
は
月
ご
と

で
許
可
書
を
交
付
し
、
利
用

集
積
の
場
合
は
、
隔
月
で
告

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
手
続
き
の
詳
細
は
、
農
地

相
談
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、

農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

農
業
経
営
基
盤
強
化�

促
進
事
業
に
よ
る�

利
用
権
設
定�

○
現
に
他
の
小
作
者
が
い
る

場
合�

○
申
請
者
又
は
世
帯
員
が
農

地
す
べ
て
を
耕
作
す
る
と

認
め
ら
れ
な
い
場
合�

○
申
請
者
又
は
世
帯
員
が
農

作
業
に
常
時
従
事
す
る
と

認
め
ら
れ
な
い
場
合�

○
住
ま
い
か
ら
農
地
ま
で
の

距
離
等
か
ら
効
率
的
な
農

業
経
営
が
で
き
る
と
認
め

ら
れ
な
い
場
合�

○
農
業
生
産
法
人
及
び
特
定

法
人
以
外
の
法
人
に
よ
る

申
請�

○
権
利
取
得
後
の
経
営
面

積
が
次
の
場
合�

・
50
ａ
未
満
　
座
光
寺�

・
40
ａ
未
満�

　
　
三
穂
　
伊
賀
良�

・
30
ａ
未
満�

　
　
右
以
外
の
地
区�

○
小
作
地
の
転
貸�

　
平
成
5
年
に
法
が
整
備
さ

れ
、
経
営
の
合
理
化
を
進
め

よ
う
と
す
る
農
業
経
営
者
に

対
し
、
農
地
の
集
積
や
、
税

制
上
の
特
典
な
ど
の
支
援
措

置
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。�

　
こ
の
制
度
で
は
、
農
地
の

権
利
の
設
定
や
移
転
に
つ
い

て
、
飯
田
市
が
公
告
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
が
発

生
し
ま
す
。
農
地
法
に
基
づ

く
申
請
や
個
別
の
契
約
も
必

要
な
く
、
円
滑
に
手
続
き
が

で
き
る
特
例
制
度
で
す
。�

農地相談�

　農地相談は、地区単
位で開催しています。
　月ごと会場や開催日
時が異なりますので、
開催予定については、
農業委員会事務局にお
問い合わせください。�

Eメール　nougyou@city.iida.nagano.jp

場　所�相談名� 日　時� 問い合わせ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害のある方�
または�

ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

８月７日（火）�
１３:００～１６:００�

８月１３日（月）�
８月２７日（月）�
３:３０～,１５:００～�

８月１２日（日）�
８月１９日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～金曜日�
８:３０～１７:３０�

上郷保健センター�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て　�
 支援センター）�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

飯伊圏域障害者
総合支援センター
1０２６５（２４）３１８２�

地域づくり・庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援課�
内線５３０１�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教育相談室�
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

場　所�相談名� 日　時� 問い合わせ�

消 費 者 相 談 �
毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

男女共同参画課
内線５３５２�

相談は無料、秘密は厳守します。�各種相談所�
ジョブカフェいいだ�
労 働 相 談 �

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

８月２１日（火）�
１３：３０～１５：３０�
毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�
受付１５：３０まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週水曜日�
１３：００～１７:００�

毎週金曜日�
１３：００～１７:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

８月１０日（金）�
１３：００～１７：００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

子育て支援課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ジョブカフェいいだ�
1０２６５（５３）８９６６�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０

（予約制）�

ポルトガル語�

中 国 語 �

男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

りんご庁舎３階�

市民証明コーナー�
（りんご庁舎２階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

� 心
配
ご
と
相
談�

外
国
語
相
談�

高齢者福祉相談� りんご庁舎２階� 介護高齢課�
内線５３８４�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

8月15日号は休刊です�



●開館時間　午前9時30分～午後5時（入館午後4時30分まで）�
●休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�
●観 覧 料 �
　7/21～8/26　一般500円、高校生300円�
　8/28～9/30　一般310円、高校生300円、小中学生100円�
　※夏休み期間中（7/21～9/2）は小中学生無料�

展示期間�7月21日G～9月30日A

〈企画展〉�

中央アルプスを歩く�

●飯田市公民館ホール�

9月18日C�
開演18：30

9月14日F 9:30～、11:00～�
●飯田人形劇場�

●プレイガイド：平安堂飯田店・座光寺店�
　飯田サティ／ジャスコ飯田店／アピタ高森店�
　南信州新聞社／飯田市公民館／文化会館�
●チケット価格：3,500円(全席自由）好評発売中！�

くわえ・ぱぺっとステージ「かくれんぼしてるのだあれ」より�

　2歳くらいのお子さんを対象とした「初めて出会う
人形劇」は、4年目を迎えます。今年は「くわえ・ぱぺ
っとステージ」をお迎えします。楽しい音楽と人形の
コミカルな動きで繰り広げられる楽しい世界。�
　小さなお子さんの人形劇デビューにどうぞ！！�
●チケット価格：800円�

　林家こぶ平改め、九代林家正蔵による待望の飯田
公演です。当代切っての人気者が、襲名を機にさらに
磨きをかけて登場します。ご期待ください。�

人形劇定期公演�

初めて出会う人形劇�
第31回おいでなんしょ寄席�

林家正蔵独演会�

　中央アルプス（木曽山脈）は、伊那谷と木曽谷とを

分ける南北80kmの山脈です。断層によって持ちあが

った屏風のような山々と、里へまっすぐ下る急峻な川を

特徴とすることから、古くから三十六峰八千渓と呼ばれ

てきました。�

　展示では、中央アルプスの形と成り立ちを解説し、

北から南へと中央アルプスを歩きながら自然と人の

営みを見ていきます。�

　高山帯だけでなく、中央アルプス三十六峰のさ

まざまな魅力をお伝えします。�

▼展示解説会�
　展示期間中の日曜日（9/2を除く）�
　時間　午前10時～、午後2時～（１日２回）�

南駒ヶ岳から見た駒ヶ岳（奥）と空木岳（右）�

［広報いいだ］2007.8.1 ��大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

発行・編集：飯田市役所企画部秘書広報文書課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ 1０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●ホームページ http://www.city.iida.nagano.jp/

1937（昭和12年）～�

飯田市の人口（7/1現在）■人口＝107,028人（前月比ー44）男51,238人／女55,790人  ■世帯＝37,605戸（前月比+3）�

�

飯田市広報第333号（昭和50年8月1日発行）�
�
昭和５０年８月２３日の中央自動車道中津川・駒ヶ根間（６７.７ｋｍ）
の開通を控えた広報です。「伊那谷の交通革命」といわれ、
文化、産業、経済などあらゆる面にわたって大きな影響力を及
ぼし、地域住民の大きな期待を担っての開通でした。�


